
備考 個人調査書の記入について 

１ １の欄は、次により記入すること。 

(1) 「備考」の欄は、外国から帰国した生徒についても、その旨を記入すること。 

(2) 「中学校卒業時の所属学級」の欄は、該当するものを○で囲む。特別支援学級在籍で、該当する学級が

ない場合（  ）内には在籍学級の障害種別を記入すること。 

 

２ ２の欄は、次により記入すること。 

(1)  ｢評定｣の欄は、次により記入すること。 

ア 第1学年及び第2学年については、生徒指導要録に記載されているものに基づいて記入すること。 

イ 第3学年については、出願の時点における学習状況を踏まえて記入すること。 

ウ 「評定の合計」の欄は、次により記入すること。 

(ｱ)  ○アの欄には、その学年の各教科の評定の合計を記入すること。 

(ｲ)  ○イの欄には、○アの欄に記入した数を、第1学年及び第2学年についてはそれぞれ２倍した数を、第

3学年については３倍した数を記入すること。 

(ｳ)  ○ウの欄には、○イの欄に記入した数の全学年の総和（最高 315、最低63）を記入すること。 

(2) 「第3学年の学習に関する所見」の欄には、第 3学年における観点別学習状況の各教科の評価を含め、各

教科全体を通して見られる特徴などにおいて、特に顕著な事項について記入すること。 

 

３ ３の欄には、各学年の総合的な学習の時間における学習活動の内容及び出願者がその学習活動を通して身

に付けた力などについての顕著な事項を記入すること。 

 

４ ４の欄には、例えば、特別活動における学級・生徒会の委員経験、学校行事の活動状況などを記入するこ

と。 

 

５ ５の欄は、第３学年について出願の時点までの状況を踏まえて記入すること。 

 

６ ６の欄には、個人調査書の 1から5までの各欄に記載されていない事項、例えば、出願者の特徴・特技、学

校内外における奉仕活動、出願者が参加した部活動等におけるスポーツ・文化関係の行事、大会の実績、資

格・検定試験等の成績、出願者の成長に関わる総合的な所見など、出願者の長所を把握する上で参考となる

ような事柄や進歩の状況について記入すること。 

なお、参加する予定であった大会や資格・検定試験等が中止・延期等になったため、結果を記載できなか

った場合、出願者の成果獲得に向けた努力のプロセス等が分かるように記入すること。 

また、学力検査を実施しない各教科のそれぞれの学習の成果が選抜の資料として十分生かされるよう、特

に顕著な事項があれば記入すること。 

 

７ ７の欄の「欠席の主な理由」の欄は、具体的に記入すること。第 3 学年については 12 月末までの日数を記

入すること。 

なお、「備考」の欄は、非常時にオンラインを活用して実施した特例の授業の記録その他出欠に関する特

記事項等を記入すること。 

また、出席停止・忌引等の日数に関する特記事項、遅刻、早退等の状況については記入しないこと。 

 

８ ８の欄には、本校以外の高等学校等を受検する者は「有」を、その他の者は「無」を○で囲み、「有」に

ついては学校名を記入すること。 

 

９ 過年度卒業生については、生徒指導要録に基づいて記入すること。ただし、2の「第 3学年の学習に関する

所見」の欄及び5の欄は、斜線を引くこと。 

 

10 「文章記述による評定」を行っている生徒については評定記入欄に斜線を引き、生徒指導要録（学習の記

録）の第1、2学年及び第 3学年（出願の時点）まで記入したものの写しを添付すること。 


